
加津佐小学校 学校だより 第 1６号                令和７年1１月２５日 

文責 校長 山本 孝二 

【学校教育目標】 

“ かしこく つよく  

                           さわやかに 伸びゆく子“ 

  

『かづさるく 2025 to 岩戸山』  
１３日（木）に『かづさるく 2025』を実施しました。天気の心配はした

ものの、逆に晴れ過ぎず暑すぎずのいいコンディションでした。 

縦割り班で岩戸・野田浜地域に存在する「たからもの」１３か所探しを

行いましたが、加津佐に住んでいても初めて見るもの、歴史的な価値に

気付くものなど、再確認や新発見のある「さるく」だったと思います。ゴ

ール後にはごほうびがあり、疲れは消えたのではないでしょうか。今回の活動をリ

ードしたのは、６年生と５年生です。ルートや約束事を決めたり、当日下学年に優

しい言葉をかけたりできていました。リーダー性を養う場も『かづさるく』の目的

でしたのでうれしく思っています。 

民生委員さんや社会教育委員さん達のサポートをいただき、安全で笑顔の多

い活動になりました。 

 

３年生が地域をめぐりました  
 １７日（月）には、３年生がふるさと加津佐を巡る学習をしました。赤い屋根

のふるさと交流館（旧山口小学校）、権田公園、両子岩、旧津波見小学校・

孝子田、野田浜などの見学場所で、加津佐の広さや大昔からあるもの、そし

て地域の人が大事にして受け継いでいることについて学ぶ体験でした。 

全行程で島原半島ジオパーク協議会の方に学習のガイドをしていただ

き、加津佐の過去・現在・未来に関わる話がありました。旧山口小では、お

茶作り体験でもお世話になった梅野大介さんに説明をもらい、学習を深め

ました。１日がかりのダイナミックな活動でしたが、子ども達の意欲の高さと

お弁当の力もあり、よい学びの時間になりました。 

 

 

体育では１２月４日（木）の持久走記録会に向けて練習が始まっています。昨年度から数年ぶり
に記録会として実施し始めました、国で定められている学習指導要領では、低学年では2～3分程度

のかけ足を続けること、中学年では無理のない速さで3～4分程度かけ足を続けること、高学年では

無理のない速さで5～6分程度持久走をすることになっています。低・中・高学年ごとに走る距離を

決めていますが、そこが根本にあることはご承知ください。 

走ろう運動を含めた練習を積み重ねること、個人記録に挑戦すること（昨年度と比較ができる学年

もあります）に重点を置いて当日を迎えてほしいと思っています。記録会まで、そして当日の応援を

お願いします。 

 

８日（土）には、南島原市PTA連合会の球技大会（種目はモルック）が

開かれ、加津佐小ＰＴＡチームは準優勝という見事な結果でした。自力で

（少々他力も）勝ち取った結果です。今後のＰＴＡ活動につながると期待

しています。大変お疲れ様でした。 

白砂青松の地で  



和楽器のすごさを体感できました！  
２０日（木）は、文化庁の学校巡回公演として、「和楽器オーケストラあいおい」の演奏を聴きました。

箏、三味線、尺八、琵琶、篠笛、能管、小鼓、締太鼓が奏でる演奏（ゴジラ、童謡・唱歌など）が続き、和楽

器の音の調和を肌で感じ、とても楽しい時間でした。 

４年生以上には和楽器体験のワークショップ、６年生は短時間の練習でしたが、オーケストラと１曲共演

という貴重な場もいただきました。全校で音に親しみ、音を楽しむ体験ができました。 

 

受賞おめでとうございます  

子ども達の作品を、「北村西望賞教育美術展」と「古野賞科学技術展」に出品していました。 

その中で、『西望賞』に２名の作品が選ばれ、表彰式に出席しました。そして４名と団体として４年生の

作品が『特選』となっています。夏休みや図工の時間の取組が結果となりました。おめでとうございまし

た。 

  学校では、絵画や版画をコンクールに出品することがあります。しかしながら大事なのはその子なりの

表現と技能の向上です。それと昨比の良さとお友達のがんばりを認める鑑賞の力の向上です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【特選】として 

  〔平面の部〕    多比良 燈志さん  スミス ザイオンさん 

    〔立体の部〕    重松 心春さん  綾部 こころ さん    ４年生全員の共同作品 

 

 

 

学校評価アンケートの実施について  
１２月に『学校評価』にご協力ください。安心メールを活用しての実施です。どうぞよろしくお願い 

します。 （１２月４日から１１日を期間としています。） 

 

 

「寒かねえ」が会話の中に多く入ってくるようになりました。長崎県内でインフルエンザの流行注意

報が聞かれます。睡眠、休養、栄養、手洗い・うがい、健康第一のために気がけていきたいですね。 

ぼくのかぞく 流木から生まれた鳥 

今回多くの入選作品
もあります。  

学校にて表彰済です 


